
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
町
行
政
全
般
に
わ
た
り
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
年
は
巳
年
で
あ
り
ま
す
。
蛇
と

い
う
と
豊
穣
と
多
産
と
生
命
力
の
象
徴
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
商
業
、
交
通
、

医
療
の
象
徴
と
も
さ
れ
て
い
て
、
誠
に
当

町
の
課
題
と
合
致
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
と
い
え
ば
、
昨
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
高
野
山
総
合
診
療

所
も
一
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

通
常
診
療
・
検
診
は
も
と
よ
り
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
で
あ
り
ま
す
訪
問
診
療
・
訪
問

看
護
の
充
実
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
方
が

安
心
し
て
ご
自
分
の
家
で
養
生
、
生
活
が

で
き
疾
病
の
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
充
実
し
た
医
療
と
在

宅
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
全
力
で
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
各
地
で
過
疎
対
策

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
に
お

き
ま
し
て
も
移
住
者
の
受
入
れ
を
促
進
す

る
た
め
に
空
き
家
等
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
貸
し
手
と
な
っ
て
い
た
だ

く
方
も
随
時
受
付
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
定
住
を
促
進
し
な
が
ら
高
野
町
全

体
が
活
気
あ
る
元
気
な
町
に
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
割
合

も
高
く
、
急
病
や
災
害
時
に
即
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
を
進

め
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
今
年
度
中
に

導
入
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
に
は
「
高
野
山
開
創

千
二
百
年
記
念
大
法
会
」
が
執
り
行
わ
れ
、

ま
た
同
年
に
は
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
高
野
町
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
（
公
開
競
技
）・
３
Ｂ
体
操
（
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
）
の
開
催
地
と
な

り
、
さ
ら
に
他
の
市
町
で
開
催
さ
れ
る
競

技
参
加
者
や
関
係
者
の
宿
泊
地
と
な
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。　

参
拝
者
・
観
光
客
を
始
め
各
種
行
事
に

参
加
さ
れ
る
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
き
、

こ
こ
世
界
遺
産
の
町
、
聖
地
高
野
山
に
再

度
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
整
備
・

道
路
整
備
・
駐
車
場
整
備
等
を
早
急
に
行

い
高
野
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
繋
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

克
服
し
て
い
く
べ
き
課
題
は
多
数
ご
ざ

い
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
行
政
が

一
体
と
な
り
「
温
か
さ
に
満
ち
た
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

高
野
町
長
　
木
瀬
　
武
治

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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税務署からのお知らせ
高野山総合診療所診療日程について
高野山総合診療所の「訪問看護」について
自衛官募集案内
老朽化消火器にご注意を！
橋本周辺広域市町村圏組合入札
まちの話題
平成24年度文化表彰受賞者
花坂コスモス会に感謝状
高野山中学校女子バレー部優勝
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町･県民税の申告について 〜申告の準備はお早めに！〜

町･県民税の申告が必要な人（所得税の確定申告をする人は不要です）

申告に必要な各種証明書など

申告における注意事項

公的年金を受給されている方の申告について

　今年も町 ･ 県民税、所得税の申告時期が近づいてまいりました。もう準備はお済みでしょうか。
所得等の申告は様々な証明資料になる大切なものです。申告書は忘れず期間内に提出してください。
　※�町 ･ 県民税の申告書は、2 月上旬に前年実績に基づいて対象者と想定される方に郵送いたします。

申告書が届かない方で提出が必要な場合はお知らせください。
　　（各地区の日程及び会場等については、お知らせ版 2 月号で掲載します。）

◆�平成25 年1 月1 日現在、高野町に住所がある人で次のいずれ
かに該当する人は、前年中の所得等について申告が必要です。

　○給与所得以外に所得のあった人
　○�パート、アルバイト、中途退職などの理由により、勤務

先から給与支払報告書が提出されない人
　○�事業（営業・農業など）、不動産、配当、雑所得などの所

得があった人

　○�障害年金、または遺族年金のみの年金収入のあった人
※�申告書を提出しないと、所得証明書等の交付を受ける

ことができません。また、国民健康保険税等の算定や
各種申請にさまざまな支障をきたすことがあります。
収入の無かった場合でも「収入はなかった」として申
告が必要です。

◆�収入の証明書や経費の領収書、各種控除を受けるために必
要な書類などは早めに準備しておきましょう。

　○前年中の収入を明らかにできるもの
　・源泉徴収票（原本）、給与明細書、支払調書、帳簿書類等

※�事業所得（営業・農業など）、不動産所得がある方は、
収支内訳書を作成し持参してください。

　○控除を受けるための証明書
　　・�生命保険料や地震保険料の控除証明書、国民年金保険

料の支払証明書、医療費の領収書　など

※�医療費控除を受ける方は、個人別、病院別に集計して
持参してください。

　　・�障害者手帳等（本人または扶養家族が障害者控除の適
用を受ける場合）

※�障害者手帳等の交付を受けてない 65 歳以上の方で、
要介護認定など、身体や日常生活の状況などが障害者
に準ずると認められる方については、事前に健康推進
課へ申請し『障害者控除対象者認定書』の交付を受け
てください。≪問い合わせ先／健康推進課　介護保険係≫

◆�扶養親族等について、控除誤りが多く見受けられます。所
得等が扶養控除の要件を超えていないか、他の所得者と重
複していないか、ご家族内で確認してください。

※課税後に控除誤りがあった場合は、町 ･ 県民税及び所
得税について追加税額を納付しなければなりません。

◆ �16 歳未満の扶養親族 ( 年少扶養 ) について、平成 23 年分

より扶養控除が廃止されていますが、非課税判定の人数に
算入しますので記入漏れにご注意ください。

◆�申告書を郵送で提出される場合は、証明書など必要書類な
どの添付や記載もれがないことを確認し、郵送してくださ
い。※連絡先の電話番号も必ず記入してください。

平成 23 年分以降は、その年の公的年
金等の収入金額が 400 万円以下であり、
かつ、公的年金に係る雑所得以外の所得
金額が 20 万円以下である場合には、そ
の年分の所得税については確定申告書の
提出は不要となりました。

なお、この場合であっても、所得税の
還付を受けるための確定申告書を提出す
ることができます。また、確定申告書の
提出を要しない場合であっても、各種控
除（生命保険料控除、地震保険料控除、
医療費控除、社会保険料控除や扶養控除
等の追加）の適用を受けるときや、公的
年金等にかかる雑所得以外の所得がある
人は町 ･ 県民税の申告が必要ですのでご
注意ください。

≪申告の要否のフローチャート≫　
※申告が必要か否かの参考としてください。

※ご不明な点は直接お問い合わせください。

スタート

＜総務課からのお知らせ＞�

� 〔お問い合せ先〕総務課 税務係☎56－3000

【申告期間 ： 平成25年2月15日(金曜日)から平成25年3月15日(金曜日)まで ※土・日曜日を除く】

年金収入のあった人

所得税の確定申告書を提出してください
( 所得税が発生しない場合は、町 ･ 県民税の申
告が必要となります )

町 ･ 県民税の申告書を提出してください
( 所得税の還付が発生する場合は、確定申告を
行う必要があります )

確定申告および町県民税の申告は不要です
( 所得税の還付が発生する場合は、確定申
告を行う必要があります）

生命保険料控除、地震保険料控除、医療費控除、社会保険
料控除や扶養控除の追加などの各種控除の適用を受ける

公的年金等以外に申告する所得がない

公的年金等の収入金額の合計額は 400 万円以下である

公的年金等以外の申告する所得は
20 万円以下である

はい いいえ

いいえ

はい

はい いいえ

はい

いいえ

はい
いいえ

正しい申告を
お願いします。
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募　集　種　目 受付期間 試験日（1次試験）

一般幹部候補生
一般・技術

平成25年2月1日〜4月下旬 平成25年5月中旬
歯科・薬剤

予備自衛官補
一　般

平成25年1月9日〜4月上旬 平成25年4月中旬
技　能

自衛隊橋本地域事務所
☎ 32ー0744
（橋本市市脇1丁目3番2　

KK6ビル3階）

願書請求や受検資格等は、下記の
連絡先までお問い合わせ下さい。

放送大学　4月生募集のお知らせ

平成25年度  自衛官等募集案内

高野山総合診療所診療日程について

高野山総合診療所の「訪問看護」について
高野山総合診療所では、患者皆様が住み慣れた居宅での生活が継続できるよう、「訪問看護事業」を実施

しています。
訪問看護は、診療所から看護師が生活の場へ訪問し、看護ケアを提供し、自立への援助を促し、療養生

活を支援するサービスです。医療保険・介護保険双方に対応できます。
［訪問看護の具体的な内容］
療養上のお世話、病状の観察、医師の指示による医療処置、医療機器の管理、床ずれ予防・処置、介護予防、

在宅でのリハビリテーション、緩和ケア、家族等への介護支援・相談等。
訪問看護について、ご希望、お申込み、ご不明な点等ございましたらお気軽に総合診療所にお問い合わ

せ下さい。　　　　　　　　　
〔お問い合わせ先〕　高野山総合診療所　☎56－2911

高野山総合診療所では、下記のとおり診療をしていますのでどうぞご利用下さい。� （平成 25 年 1 月現在）

※第 1・第 2 診療の受付時間　［ 午前 ： 8時30分～11時30分・午後 ： 1時00分～ 4時00分 ］
　※医師の都合により診療日程が変更される場合があります。( 院内掲示 )

曜日
診療科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

第 1 診療
（予約診療）

土　　生 廣　　内
矢　　本

土　　生 廣　　内

第 2 診療 矢　　本 寒　　川 寒　　川
土　生（午前）
寒 川（午後）

眼　  科

基　　本 ：毎週木曜日（午後）
受付時間 ： 午前 8 時 30 分から午後 3 時まで、午後 2 時から診療します。

医　　師 ： �橋本市民病院 部長 金医師、副医長 廣瀬医師が隔週ごとに診療いたします。

整形外科

基     本：毎週金曜日（午前）
受付時間 ： 午前 8 時 30 分から午前 11 時 30 分までです。

医　　師 ： �橋本市民病院 医長 大
オオタカラ

寶医師、副医長 西山医師が隔週ごとに診療いたします。

放送大学では、平成 25 年度第 1 学期（4 月入学）の学生を募集しています。
放送大学はテレビ等の放送やインターネットを通して授業を行う通信制の大学です。
入学試験はありません。文学から科学まで幅広い分野を学べます。
出願期間は 2 月 28 日まで。（インターネット出願も受け付けています。）
資料を無料で差し上げています。
お気軽に放送大学和歌山学習センター（☎ 073-431-0360）までご請求下さい。
放送大学ホームページでも受け付けております。
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◆老朽化消火器にご注意を！◆
■�腐食が進んだ消火器を操作したことにより、消火器が破裂し受傷した事故が相次いで発生し

ています。
自宅や仕事場などに、次のような消火器はありませんか？
①消火器の容器が変形している。
②消火器にキズがある。
③消火器が腐食（サビ）している。
④消火器製造からの年数が 10 年を大幅に
　過ぎている。　　　　

■�消火器はゴミとして廃棄することはできません（消防署でも引き取りはしていません）。廃棄する
には、次のような処分方法があります。

1．�消火器を販売する業者に、新しい消火器を購入するのと引き換えに、古い消火器を引き取っても
らう（引き取りサービスの有無、料金等は業者に確認が必要です）。

2．�地域の回収窓口に問い合わせて、業者に手数料を払い処分してもらう。
�回収窓口のリストは、消防署へ問い合わせるか、消火器リサイクル推進センターのホームページ

（http://www.ferpc.jp/）から検索することができます。
3．お近くに回収窓口が無い場合は、郵送で回収してもらう。
　　回収・リサイクルの問い合わせは、エコサイクルセンター
　　　TEL.0120 － 822 － 306　 　ホームページ http://www.ferecycle.jp
　　電話、又はインターネットでの申し込みが必要です。
※サービス、料金については業者により違いがありますので、確認の上依頼してください。

【お問い合わせ先】高野町消防本部　予防・危険物係　☎56－3820

このような消火器は、
絶対に使用しないでください。

◎�物品購入（原材料、修繕、機械点検、リース、レンタル、
医療機器、医療材料、医薬品、役務の提供などを含む）、
建設工事、測量・建設コンサルタントなど

＊申込資格　�地方自治法施行令第 167 条の 11 第 1 項の
規定および次の各項目による。

  ①�平成 25 年 2 月 1 日現在、引き続き 1 年以上その営
業に従事していること

  ②国税および地方税を納付していること
  ③�営業に関し許可、認可などを必要とする場合におい

て、当該許可、認可などを得ていること
  ④営業状態が健全であると認められること
＊提出書類
  〇物　品 … �入札（見積）参加資格審査申請書および組

合が指定する必要書類（A4 ファイル綴じ、
各 1 部）

　　　　　　※�様式は組合窓口配布又は、組合ホーム
ページよりダウンロードできます。

  〇�建設工事、測量・建設コンサルタントなど … 
　　�国土交通省統一様式、その他必要書類 
　　 （A4 ファイル綴じ、各 1 部）
＊提出方法　持参または郵送（2 月 28 日消印有効）
　　            ※�提出書類・方法の詳細は、1 月 4 日から

組合ホームページに掲載しますのでご覧
ください。

＊受付期間　2 月 1 日（金）～2月28日（木）　
　　　　　　※土・日・祝日を除く
  　　　　　 　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 5 時
今回の申請は、平成25・26年度について有効です。
＊受付場所・問い合わせ　
　橋本周辺広域市町村圏組合事務局   
　〒 648-0073　和歌山県橋本市市脇一丁目 1 番 6 号

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0736-32-7121
ホームページ　http://www.hashimoto-kouiki.jp

平成25・26年度橋本周辺広域市町村圏組合入札参加資格審査受付



　平成 24年 12 月 1日に大規模な地震を想定し明遍通り地区の自主防災会を中心
に、明遍通り・蓮花谷地区の住民の避難訓練を実施しました。

　地震等の大規模な災害を想定、住民と防災関係
各機関が相互に連携して、避難・消火や炊き出し
の訓練を行う。また役割分担の自覚や万一の災害
に備え、住民が避難場所等へ安全確実に避難でき
る体制を確立するとともに、被害の軽減を図るこ
とを目的としています。

　避難所では、防災関係機関による避難人数の把
握、消火器の使用訓練や脈拍測定、炊き出し訓練
として非常食α米の作り方なども体験しました。
　また、社会福祉協議会による災害時ボランティ
アセンター運営の説明も行われました。

　どんな小規模の災害であっても、まずは迅速に
職員が参集できるか確認する役場職員の参集訓練
も合わせて実施しました。
　参集後、明遍通り・蓮花谷地区の住民避難訓練
に参加、災害時の初動対応マニュアルによる訓練
を行いました。

●地震発生後、自宅内では、まず家族の安否確認や出口を確保する。
●万一閉じ込められた場合は、大声で叫ぶなどして所在を知らせる。
●自宅を離れる場合は、ガスの元栓や電気のブレーカーやスイッチを切る。
●近所の被害状況を確認、単身高齢者や弱者の方の安否を確認し安全な場所に誘導する。
●倒壊家屋等あれば閉じ込められた人がいないか確認する。（余震・二次災害に注意）
●人命被害や火災が発生すれば 119 に連絡、地域の消防団員と協力し救出や初期消火を行う。
●二次災害の危険もあるので、安全な場所に住民を一時避難させる。
●避難指示があれば現場責任者の指示に従い避難所に誘導する。
　など、自主防災会を中心にした訓練を行いました。

自主防災会とは

今回の訓練内容
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秋真っ只中！町内各所で秋祭りが盛大に行われま
した。（写真は高野山の秋祭り）

高野山では法被姿の学生らがみこしを担ぎ「わっ
しょい！わっしょい！」と威勢のよい掛け声を響か
せました。

　高野町民文化祭（主催：高野町文化協会）が高野
町民体育館等で行われました。高野山会館では、第
1 部でコーラスやダンスに歌、子ども達の和太鼓
演奏、第 2 部で「歌・舞踊・楽器の共演」を開催、
町民体育館では町内の小中学校児童生徒、こども園
の園児のほか、各サークル等で作られた作品の展示
を行いました。

　第 7 回世界遺産高野山ツーデーマーチが秋深ま
る高野山で行われました。今年は 1000 名を超える
方が参加され、最年少は 4 歳、最年長は 81 歳と幅
広い年齢層の方が紅葉で色鮮やかな高野山の景色を
眺めながら、癒しの空間でウォーキングを楽しみま
した。

　11 月 9 日（金）から 15 日（木）までの 1 週間にわ
たり、秋季火災予防運動を実施しました。この運動
は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに
当たり、火災予防思想の一層の普及、火災発生の防
止、財産の損失を防ぐこと等を目的とし、全国一斉
に実施しています。9 日には消防総合訓練が行われ
13 日には鼓笛パレードも行われました。

10 月

高野町民文化祭が
開催されました！

秋季火災予防運動

町内各所で秋祭りが
行われました！
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第 7 回世界遺産高野山
ツーデーマーチ
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高野霊木之家
において開催い
たしました＂高
野の産業フェス
タ 2012＂ は、
晴天にも恵まれ、
多くの方にご来

場いただきました。
すいとん汁や麦餅などふるさとの味を提供いただ

いた模擬店は、あっという間に完売し、農産物や加
工品などの販売も町内外のたくさんの方でにぎわい
ました。

高野紙の紙すき体験、高野材を使った箸作り体験
などには海外の方も参加され、高野の手仕事見学ツ
アーでは、職人さんによる貴重なお話しを聞かせて
いただきました。

それぞれの得意分野
が活かされ、町民の方々
によるわがまちの様々
な魅力を PR する機会
となりました。

長野県高森町に於いて、『第 32 回高森まるごと
収穫祭』が盛大に開催されました。この催しには、
高野町のブースも設けられ観光情報や紀州材を使用
した木工体験等を行いました。また、高森町とは災
害応援のみならず、行政としての情報交換なども
行っています。今回の収穫祭には 24 名の高野町民
も参加し、高森町民との交流を行いました。

高野町体育協会主催によるゴルフコンペが紀伊高
原ゴルフクラブで開催されました。

雪が舞う悪天候のなか 32 名の頂点に立ったのは
高野山在住の下名迫崇さんでした。優勝おめでとう
ございます。

高野山小学校体育館に於いて、全校児童が『宝来』
作りを行いました。

児童は、4 種類の型紙から好きな物を選び、体育
館に寝そべったり、座ったりしながら、細やかな作
業に悪戦苦闘しました。しかし、最後は保護者のみ
なさんや上級生に手伝ってもらい立派な『宝来』を
完成させました。

『宝来』とは、一般でいうしめ縄のような縁起物
で、高野山では昔から藁がなかったことから、絹や
紙に切り絵をしてしめ縄の代用にしました。図柄は
その年の干支、壽、宝珠、つまりおめでたい模様を
切って一年中部屋に張ります。高野山では、毎年暮
れになると各部屋の床の間に宝来を張替え、その年
の＂無病息災＂を祈ります。

第 32 回たかもり
まるごと収穫祭に参加！

高野山小学校で『宝来』作り

第5回町民
ゴルフコンペ開催！

産業フェスタ 2012 開催！
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受賞おめでとう
ございます！

　11 月 3 日（文化の日）に行われた文化表
彰式において、平成 24 年度文化表彰受賞
者の岡田里明さんに永年にわたり陶芸部
長として文化協会に貢献されたご功績等
を讃え文化賞が授与されました。

　10 月 20 日、和歌山市で開催された「和歌山県花を愛
する県民の集い」において、花坂コスモス会（会長：上
田静可氏）が二階俊博会長より功労者感謝状を授与され
ました。
　この感謝状は、花のある豊かな環境づくりに関し、功労
があったと認められる団体等に交付されるものです。花坂
地区の有志で構成された花坂コスモス会は、故郷に愛着が
生じるように、また、地域住民の憩いの場を創出すること
を目的に、林道鳴子谷
線及び国道480 号沿
線の草刈・コスモスの
植栽事業に取り組ん
でおり、その功績が認
められたものです。

　10 月 28 日（日）に九度山町文化スポーツ
センターで行われた伊都地方中学校秋季新
人大会バレーボールの部において高野山中
学校女子バレー部が優勝しました。高野口
中学校と対戦した決勝戦も厳しい試合とな
りましたが、みんなでフォローしあってチー
ム一丸となれたことが勝利に繋がりました。
伊都代表として出場した県大会は惜しくも
敗れましたが精一杯健闘しました。


